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日本弁護士連合会中小企業の海外展開業務文部 
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法律サービス展開本部（イメージ）

全体会議（理事会内本部）

運営会議

本部の基本組織，基本方針，運営に関する重要事項等の審議

・本部事業計画案の策定

本部長代行

副本部長 事務局

・各組織が企画する事業の承認

・各組織の支援，統括，調整

・本部会議に付する議案に関する事項

等の審議

副本部長

各組織の責任者

事務局

自治体等連携

センター
ひまわりキャリア

サポートセンター

国際業務推進

センター

その他、本部長が

必要として設置する組織

各分野における弁護士による法律サービスの一層の

展開・促進を図るための施策立案・実行を目的とした諸活動

・国，地方公共団体等

（公共機関等）のニーズ

に対応した法律サービ

スの展開・促進

・福祉分野における法律

サービスの展開・促進

・企業のニーズに対応し

た法律サービスの展開・

促進

・企業等における弁護士

の任用促進，養成，弁護

・国際的活動の分野にお

ける法律サービスの展

開・促進

・国際機関等における弁

護士の任用促進，養成，サ ビスの展開 促進

・公共機関等における弁

護士の任用促進，養成，

弁護士への支援活動

士への支援活動 弁護士への支援活動
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ひまわり求人求職ナビ 改善案 

2014.6 

１ 審査の迅速化 

 通常３日程度，最大で１週間程度で掲載できるよう，内部手続を迅速化 

 

２ 周知・広報 

 ・紹介，使い方を記載したチラシを作る（Ａ４一枚） ＊既存のものでも可 

 ・企業向け，弁護士・修習生向けの広報媒体に上記チラシのページを設ける 

 ・各種シンポ等で，上記パンフレットやチラシを配る 

 ・ウェブページの入り口で，チラシやパンフレットへのリンクを張る 

 ・ウェブページのＳＥＯ対策を進める 

 

３ 情報収集 

 （現状） 

  掲載可能な情報をすべて記入しなくても掲載申請が可能。 

  掲載から３ヶ月で自動的に削除。 

  １週間前にメールで更新を促す。更新の意思表示のみで更新可能。 

 （改善案） 

  必要的記載事項を定める。 

  各段階で，アンケートを取る。 

   掲載時，更新時は義務的に。 

   数値の入力のみ，または選択式にして，記入の負担を軽減。 

 3.1 必要的記載事項 

   企業・団体名，事業分野，想定される主な担当業務，等 

 3.2 掲載時アンケート（義務的） 

   ・ひまわり求人求職ナビを，どこで知ったか 

   ・求人にあたり，他の媒体を使用したか 

   ・弁護士等を採用しようと思った理由 

   ・ひまわり求人求職ナビを利用しようと思った理由 

 3.3 更新時アンケート（義務的） 

   ・応募人数 

   ・採用人数 

   ・オファーメールを利用したか 

 3.4 抹消時アンケート（任意） 

   ・応募人数 

   ・採用人数 

   ・採用した弁護士等の収集機，配属部署等 

   ・ナビに対する評価 等 
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各企業ご担当者 各位 
 

弁護士採用を検討する企業様向け情報交換会 
 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。  

 さて、東京三弁護士会では、司法修習生に対し就職のための情報を提供する目的で、日本弁護士連

合会及び関東弁護士会連合会共催で、第67期司法修習生等就職合同説明会を実施いたします。昨年

度も1,000名近くの司法修習生に来場いただきました。 

毎年司法試験に合格する方は約2,000名で、一般企業に勤務を希望する方が年々増加しております。

一方、各企業様におかれましても、コンプライアンス、特許関連等、様々なシーンで法的専門知識 

が必要になっているかと思われます。採用をご検討される企業様も多いのですが、採用に当たっての

疑問点や不安な点を解消する事ができず、検討だけで終わるケースもある、との話も伺っています。 

そこで、本セミナーでは、弁護士を社員として雇用することについてのメリットや、実際に採用す

る上でのFAQをご紹介いたします。  

各企業様におかれましては、万障お繰り合わせのうえご参加賜りますようお願い申し上げます。          

敬具 

■日  時：平成 25年 8月 30日（金）１6：00～18：00 
（受付開始は 15：30～） 

 
■場  所：弁護士会館 3階会議室 

  所在地：東京都千代田区霞が関 1-1-3 
（東京メトロ 丸ノ内線「霞ヶ関駅」B1-b出口より直通） 

 
■参加費用：無 料 

（一企業様で２名様までご出席いただけます） 
 

■内 容：その１『組織内弁護士が話す、なぜ企業への就職を選んだか』16：10～16：30 
 

その２『組織内弁護士を採用した担当者が話す、採用する上でのポイント』16：30～16:50 

 

その３『組織内弁護士の実情』17:00～17:20 

 

その４『質疑応答』 17:20～ 

■お問合せ ：ＴＥＬ ０３－３５９５－８５８２（第一東京弁護士会 業務推進第二課） 

■お申込み ：下記必要事項をご記入いただき、東京三弁護士会が業務委託しております「株式会

社学情」へＦＡＸ（０３－３５６８－３２７２）をご送付ください。 

 
※本申込書に記載いただきました情報は「株式会社学情」に提供いたしますので、予めご了承ください。なお、いた 

だきました情報は、本セミナーに関する範囲内でのみ利用いたします。 

 
 
 
ＦＡＸ ０３－３５６８－３２７２       株式会社学情 情報交換会事務局 行 

貴社名 
 

 

ご出席者 
（２名様迄） 

部署: お役職: ご芳名: 

部署: お役職: ご芳名: 

御住所・ 

御連絡先 

〒   － 

 

Tel（     ）      －      ／Fax（     ）      －         

今、お知りになりたい情報等ありましたらご自由に記入ください  
 
 

この情報は今回のセミナー運営及び就職合同説明会のご案内に関する業務以外には使用いたしません。 
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情報交換会のご案内でお知らせした内容と一部変更しております。 

私どもの不手際でご迷惑おかけし、大変申し訳ございません。 

 
弁護士採用を検討する企業様向け情報交換会 

 
 

日  時 平成２５年８月３０日（金） １６時～１８時 

場  所 弁護士会館 ３階会議室 

 

 

  司会  東京三弁護士会司法修習生等の就職に関する協議会  

   副議長 水上 博喜（東京弁護士会） 

 

 

１．開会挨拶        第一東京弁護士会副会長   松村 龍彦 

 

 

２．企業内弁護士とその現場 

  ﾌ゙ﾛーﾄ゙ﾒﾃ゙ｨｱ株式会社 弁護士 足木 良太 

 

 

 

３．組織内弁護士の実情と弁護士会内での具体的待遇         

東京三弁護士会司法修習生等の就職に関する協議会 

議長 池内 稚利（第一東京弁護士会） 

 

 

 

４．東京三弁護士会就職合同説明会の効果測定からみる弁護士採用のポイント 

株式会社 学情 

 

 

 

５．質疑応答 

 

 

 

６．閉会挨拶            第二東京弁護士会副会長   幸村 俊哉 
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え

れ
ば

よ
か

っ
た

で
す

。
・
な

か
な

か
司

法
修

習
生

の
就

職
活

動
の

場
が

限
定

さ
れ

て
い

る
中

で
、
こ

ち
ら

の
合

同
説

明
会

は
非

常
に

貴
重

な
機

会
に

な
っ

て
い

る
か

と
思

い
ま

す
。
今

後
は

是
非

と
も

会
場

の
ブ

ー
ス

の
拡

大
や

修
習

生
の

事
前

マ
ッ

チ
ン

グ
の

高
度

化
等

が
出

来
れ

ば
更

に
良

い
就

職
活

動
の

場
に

な
る

か
と

存
じ

ま
す

。
・
応

募
者

の
人

材
の

厚
み

が
非

常
に

出
て

き
た

。
こ

れ
ま

で
の

修
習

生
と

比
べ

て
強

い
手

ご
た

え
を

感
じ

た
。

・
4
階

と
5
階

に
分

か
れ

て
い

る
。
会

場
内

に
企

業
待

機
ス

ペ
ー

ス
が

無
い

。
・
ブ

ー
ス

が
手

狭
で

し
た

。
・
説

明
中

に
場

内
ア

ナ
ウ

ン
ス

が
入

る
。
ブ

ー
ス

の
近

く
で

ア
ン

ケ
ー

ト
回

収
の

声
が

う
る

さ
い

・
横

の
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

が
短

く
、
周

囲
の

声
で

後
ろ

の
席

の
修

習
生

が
説

明
が

き
き

づ
ら

そ
う

だ
っ

た
の

で
、
も

っ
と

長
く

し
て

ほ
し

い
。

・
セ

ミ
ナ

ー
ル

ー
ム

の
マ

イ
ク

が
響

き
、
会

社
説

明
の

声
が

聞
こ

え
ず

や
り

に
く
か

っ
た

。

就
職

合
同

説
明

会
ア

ン
ケ

ー
ト
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企業内弁護士の実情と弁護士会内での具体的待遇 
 

   東京三弁護士会司法修習生等の就職に関する協議会 

   議長 池内 稚利（第一東京弁護士会） 

 

１．組織内弁護士の実情 

 

  ①実数 

 

  ②採用企業 

 

２．弁護士会内での具体的待遇 

 

 （１）弁護士登録とは何か 

 

 

 （２）弁護士の義務 

 

    ①会費支払 

 

    ②研修 

 

    ③公益活動 

 

 

 （３）企業の義務 

 

 

３．組織内弁護士の執務の実情 

 

  ①給与 

 

  ②個人事件受任 

 

  ③事件報酬の帰属 
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1 8 1 8
2 6 2 7
2 6 2 7
2 6 4 6
5 3 5 3
6 2 6 2
6 2 6 2
6 2 6 2
9 1 6 2
9 1 6 2
9 1 6 2
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1
9 1 12 1

1 8 1 8
2 7 1 8
2 7 3 6
4 6 3 6
5 3 5 5
5 3 6 4
5 3 7 3
8 2 7 3
8 2 7 3
8 2 7 3
8 2 11 2
8 2 11 2
8 2 11 2
8 2 11 2

15 1 11 2
15 1 11 2
15 1 17 2
15 1 17 K D D I 1
15 1 17 1
15 1 17 1

1 8 1 9
2 7 2 7
2 7 2 7
4 6 4 6
5 3 5 5
5 3 5 5
5 3 5 5
8 2 8 4
8 2 8 4
8 2 10 3
8 2 10 3
8 2 10 3
8 2 10 3
8 2 10 3

15 1 15 2
15 1 15 2
15 1 15 2
15 1 15 2
15 1 15 2
15 1 15 2

(c) 2012 Japan In-house Law yers A ssociation A ll R ighits R eserved
w w w .jila.jp
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1 9 1 9
2 8 2 8
3 7 2 8
3 7 4 7
5 6 5 6
5 6 5 6
5 6 5 6
8 5 5 6
8 5 9 5
8 5 9 5

11 4 9 5
11 4 9 5
11 4 13 4
14 3 13 4
14 3 13 4
14 3 13 4
14 3 17 3
14 3 17 3
14 3 17 3
20 2 17 3

1 8 1 12
1 8 2 8
1 8 2 8
1 8 2 8
5 7 2 8
5 7 6 7
7 6 6 7
7 6 8 6
7 6 8 6
7 6 10 5

11 5 10 5
12 4 10 5
12 4 10 5
12 4 10 5
12 4 10 5
12 4 10 5
12 4 10 5
12 4 18 4
12 4 18 4
12 4 18 4

1 14 1 16
2 11 2 11
3 10 2 11
4 9 4 10
4 9 4 10
6 8 4 10
6 8 4 10
6 8 4 10
9 7 4 10
9 7 10 8
9 7 10 8
9 7 12 7
9 7 12 7

14 6 12 7
14 6 15 6
14 6 15 6
17 5 15 6
17 5 15 6
17 5 15 6
17 5 20 5

(c) 2013 Japan In-house Law yers A ssociation A ll R ighits R eserved
w w w .jila.jp
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2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

627 0.0%
44 0.0%
63 0.0%
65 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 799 0.0%
1 378 0.3%

1 1 1 1 1 1 154 0.0%
84 0.0%
94 0.0%
71 0.0%
98 0.0%

0 0 1 1 1 0 1 1 1 0 0 1 879 0.1%
9 14 15 26 29 36 50 78 123 141 185 240 6629 3.6%

24 27 27 32 36 51 61 80 99 130 170 227 4086 5.6%
30 36 41 45 49 47 57 80 92 109 160 192 4270 4.5%

1 2 2 1 1 2 3 11 1297 0.8%
1 1 1 637 0.2%

1 1 587 0.2%
1 211 0.0%

177 0.0%
2 2 237 0.8%

1 1 1 1 2 2 2 3 374 0.8%
102 0.0%
199 0.0%
232 0.0%

63 77 83 103 116 137 171 240 317 385 525 677 19038 3.6%
1 2 3 6 10 1539 0.6%

3 3 4 6 151 4.0%
1 1 2 3 155 1.9%

91 0.0%
144 0.0%

1 4 96 4.2%
0 0 0 0 0 0 0 1 6 7 13 23 2176 1.1%
2 2 3 3 3 4 9 17 20 25 35 47 3851 1.2%

1 2 3 3 1 3 3 5 7 592 1.2%
1 2 2 3 3 5 8 717 1.1%

143 0.0%
125 0.0%
127 0.0%

2 2 3 4 5 8 14 20 26 31 45 62 5555 1.1%
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 475 0.4%

134 0.0%
3 313 1.0%

60 0.0%
1 1 1 63 1.6%

1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 6 1045 0.6%
136 0.0%
84 0.0%
85 0.0%

1 147 0.7%
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 452 0.2%

 1 3 3 2 1 982 0.0%
85 0.0%

147 0.0%
132 0.0%
222 0.0%

1 1 1 167 0.6%
110 0.0%
238 0.0%

0 0 0 0 0 0 1 3 3 3 2 1 2083 0.0%
66 80 88 109 123 146 188 266 354 428 587 771 32027 2.4%

(c) 2013 Japan In-house Law yers A ssociation A ll R ighits R eserved
w w w .jila.jp
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2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

17 0.0%
1 12 0.0%
2 31 0.0%
3 51 0.0%
4 44 0.0%
5 46 0.0%
6 1 1 1 1 1 1 1 1 57 0.0%
7 74 0.0%
8 65 0.0%
9 96 0.0%

1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 493 0.0%
10 108 0.0%
11 1 1 1 1 125 0.8%
12 145 0.0%
13 1 1 163 0.6%
14 1 1 158 0.0%
15 186 0.0%
16 185 0.0%
17 1 1 246 0.4%
18 1 1 275 0.0%
19 1 1 1 1 1 1 289 0.0%

0 0 0 1 1 1 2 3 1 2 4 3 1880 0.2%
20 1 1 1 1 1 308 0.3%
21 1 330 0.0%
22 342 0.0%
23 353 0.0%
24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 353 0.0%
25 1 1 1 343 0.0%
26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 350 0.0%
27 388 0.0%
28 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 356 0.3%
29 1 1 2 2 1 349 0.3%

4 4 4 3 3 3 3 5 5 7 4 3 3472 0.1%
30 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 3 2 320 0.6%
31 1 1 1 1 1 342 0.3%
32 1 1 1 1 1 343 0.0%
33 1 1 1 2 2 376 0.0%
34 1 1 1 1 1 1 1 378 0.3%
35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 374 0.3%
36 1 1 1 1 1 1 1 1 1 329 0.3%
37 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 2 1 337 0.3%
38 1 1 1 2 2 2 3 3 2 2 2 2 343 0.6%
39 6 6 6 2 2 3 4 5 5 4 6 6 339 1.8%

15 15 15 15 14 10 12 13 12 12 15 15 3481 0.4%
40 3 3 3 2 2 3 2 2 2 3 3 3 360 0.8%
41 4 3 5 5 5 5 5 5 4 4 4 3 353 0.8%
42 9 9 9 7 7 6 6 6 6 6 6 5 366 1.4%
43 1 2 2 3 3 4 4 4 4 3 4 5 371 1.3%
44 3 3 3 3 5 6 6 6 6 5 6 7 384 1.8%
45 4 4 4 3 4 2 2 1 1 1 2 2 367 0.5%
46 3 5 5 6 8 8 9 9 10 6 6 6 415 1.4%
47 2 4 5 6 8 7 8 8 8 9 9 10 458 2.2%
48 1 3 5 8 9 14 14 14 14 13 12 12 525 2.3%
49 5 7 7 10 11 11 13 14 16 14 15 15 533 2.8%

35 43 48 53 62 66 69 69 71 64 67 68 4132 1.6%
50 2 4 4 8 8 11 12 12 11 12 14 16 558 2.9%
51 4 5 5 7 8 9 12 19 18 18 17 22 554 4.0%
52 2 3 5 8 6 9 13 14 15 16 20 22 579 3.8%
53 3 5 5 7 5 4 9 10 14 16 16 25 617 4.1%
54 2 2 12 14 21 26 30 33 31 766 4.0%
55 2 3 6 7 7 5 8 14 19 26 790 3.3%
56 2 4 4 9 10 11 13 31 33 801 4.1%
57 2 5 11 20 19 18 25 29 974 3.0%
58 3 3 6 9 14 15 24 956 2.5%
59 10 14 16 13 18 27 1245 2.2%

11 17 21 37 41 64 100 131 147 164 208 255 7840 3.3%
60 42 45 48 65 68 2076 3.3%
61 71 75 89 104 2114 4.9%
62 54 71 84 2096 4.0%
63 61 74 1921 3.9%
64 95 1910 5.0%

42 116 177 286 425 10117 4.2%
1 1 1 2 2 2 3 2 612 0.3%

66 80 89 110 123 146 188 266 354 428 587 771 32027 2.4%

(c) 2013 Japan In-house Law yers A ssociation A ll R ighits R eserved
w w w .jila.jp
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新人弁護士の東京三弁護士会内での取扱い

一弁 東弁 二弁
紹介者 1名 不要 不要
入会金 3万円 3万円 3万円
研修協力確認書 あり あり あり
入会時 5,000円/月 5,000円/月 5,000円/月
通常会費 18,500円/月 18,500円/月 18,500円/月
全体研修 必須 必須 必須
講義参加 必須（2コマ以上） 必須（3コマ以上） 必須（特になし）
被疑者刑事事件 必須 希望者のみ
被告人刑事事件 必須 希望者のみ
法律相談 必須 必須（1回以上） 必須
公益義務 あり あり あり
公益義務負担金 5万円 5万円 5万円

必須(どちらかの事件）

公益義務

入会時

単位弁護士会会費

初年度研修

資料５－２（参考）前年度実施
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主 催  東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会 

 

お問い合わせ先 東京弁護士会 司法調査課（河村） TEL：03-3581-2207 
 

参加無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～ 企業内弁護士を目指す司法試験合格者向けセミナー ～ 

企業法務の実態と企業内弁護士の役割（案） 

 

参加希望者は、件名を「10/1 企業内弁護士セミナー参加」とし、本文に氏名と

出身法科大学院名を記載したＥメールを、下記アドレス宛にお送り下さい。 

なお、参加受付は上記のとおり当日先着順となりますのでご注意下さい。 

宛先 E-mail：info-recruit@toben.or.jp 

※質問等は下部の「お問い合わせ先」まで、お願い致します。 

日 時 ： 平成 26 年 10 月 1 日（水）午後 6 時 30 分～（午後 6 時より受付開始） 

会 場 ： 弁護士会館 2 階講堂「クレオ」 

対 象 ： 司法試験合格者（第 68 期司法修習生予定者） 

定 員 ： 150 名（先着順） 

※定員を超過した場合は入場をお断りする場合がありますのでご了承下さい。 

内 容 ： 1．基 調 講 演 

      2．各業種についてのご講演 

       3．質 疑 応 答 

※講師は、実際に弁護士を雇用している企業の法務担当者や弁護士を予定しております。 

参加申込 

方法 

本セミナーでは、実際に弁護士を雇用している企業の法務担当者や弁護士を講師として

お迎えし、企業が求める人材・職務スキルや、各社での企業内弁護士の地位・所属部署・

職務等について、また、各業種における企業法務の特徴や、やりがい・面白さ等について

講演いただきます。 

司法試験合格者や司法修習生の方々が、今後参加する就職説明会等に具体的なイメージ

を持って臨んでいただける等、就職活動を行う上での準備の一環として、是非奮ってご参

加下さい。 

弁護士会館                 

 

〒100-0013 東京都千代田区霞が関 1-1-3 

 

最寄駅                   

 
・東京メトロ丸ノ内線、日比谷線、千代田線「霞ヶ関駅」

B1-b 出口より直進 A1 出口より徒歩 2 分 C1 出口

より徒歩 3 分 

・東京メトロ有楽町線「桜田門駅」 5 番出口より徒歩 

8 分 

・都営三田線「日比谷駅」 日比谷公園を通り徒歩 8

分 

・JR「有楽町駅」 日比谷口よりお堀沿い徒歩 10 分 

資料６－１
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【主催】東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会、日本弁護士連合会 

【協力】日本組織内弁護士協会、経営法友会  

日 時 ：平成 25 年 9 月 20 日（金）18 時 45 分～20 時 15 分（予定） 

会  場 ：弁護士会館 2 階講堂 クレオ 

開会挨拶（18:15～）  第二東京弁護士会弁護士業務センター委員長 中重克巳 

基調講演（18:20～）  木内秀行 氏（エイベックス・グループ・ホールディングス㈱法務部長・弁護士） 

パネルディスカッション（18:35～） 

◎司会 

木内 秀行氏 

◎パネリスト［五十音順］ 

江島 文孝氏（UBS 証券㈱ 法務部長・マネージングディレクター・弁護士） 

柴﨑 亮一氏（㈱アイ・ティ・フロンティア コーポレート本部法務部担当部長） 

藤本 和也氏（共栄火災海上保険㈱ コンプライアンス部法務室課長・弁護士） 

◎ディスカッションをしていただく事項 

１ 法務部の活動と企業内弁護士の役割 

２ 企業内弁護士と外部弁護士の違い 

３ 企業内弁護士に求められるスキル、人物 

４ 法曹資格の有無と職務、仕事の相違 

５ 企業内弁護士の人事制度や処遇 

６ 就職活動におけるアドバイス 

７ 配属後の教育・研修制度 

８ 企業法務のやりがい 

など 

※時間があれば質疑応答を行います。  

閉会（20:15） 

※ お帰りの際は、アンケートのご提出をお願いいたします。 

以上 
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 ２０１４年（平成２６年）６月 

経営法友会会員 各 位 

東京弁護士会 

会 長 髙 中 正 彦 

第一東京弁護士会 

                                               会 長 神    洋 明 

第二東京弁護士会 

会 長 山 田 秀 雄 

〔公印省略〕 

 

第68期司法修習生予定者等向け 

東京三弁護士会就職合同説明会(10月13日)参加企業募集 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて，東京三弁護士会では，司法修習生に対し就職のための情報を提供する目的で，日本

弁護士会連合会及び関東弁護士会連合会共催にて，下記のとおり司法修習生予定者等を対象

とした就職合同説明会を実施いたします。本説明会は，例年司法試験合格者の約半数（昨年

度の参加実績は９４１名）が参加しており，修習予定者にとって日本最大の就職活動の場と

なっております。 

今回は，第６８期修習（平成２７年１１月司法修習修了）予定者を対象とした説明会を実

施することになります。 

昨年１０月１４日（第６７期対象）に就職説明会を実施いたしましたが，３５社（法律事

務所は４８事務所）の企業にご参加いただき，企業法務における弁護士のニーズが高まって

きたことに伴い，企業からの参加も増加しております。 

修習生の企業法務への関心も高く，より多くの企業にご参加いただきたいと考えておりま

すので，弁護士の採用をご検討中の企業におかれましては、ぜひともご参加いただきたくご

案内申し上げます。 

参加にあたっては，裏面の申込書を第二東京弁護士会事務局宛に 平成２６年９月８日

（月） までにご提出ください。 

なお，司法修習生就職合同説明会の参加基準（東京三弁護士会申し合わせ）に抵触する場

合は，参加できませんので，予めご了承ください。                                敬具 

記 

 

１．日  時 平成２６年１０月１３日（月曜・祝日）１１：００～１６：３０ 

２．場  所 「ＴＲＣ東京流通センター第一展示場Ａ～Ｄホール」 

（所在地：東京都大田区平和島６-１-１，最寄駅：東京モノレール｢流通センター駅｣） 

３．実施方法 会場内に事務所・企業ごとのブースを設置し、説明をしていただく個別 

面談形式です。修習生が面談を希望するブースに回ります。 

４．参 加 費 金５万円(税込)（お支払い方法等は，参加申込を確認後，別途ご連絡致します） 

 

 

※本件に関するお問合せ先：司法調査課 白川 TEL 03-3581-2259 

E-mail：shirakawa-t@niben.or.jp 

※日弁連の「ひまわり求人求職ナビ」へのご登録も御検討下さい（日弁連ＨＰご参照）。 
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東京三弁護士会就職合同説明会参加申込書 

兼 情報提供承諾書（企業専用） 

 

申込締切：９月８日（月）必着 

申込先：第二東京弁護士会司法調査 白川宛 <FAX：03-3581-3844> 

 

 

《参加申込者》 

 

＊本説明会参加にあたり，当日，司法修習生から当日受領する求職票は個人情報保護の趣旨
に則り，司法修習生の採用の適否にのみ使用し，目的終了後は，速やかに破棄することを
誓約します。 

 

 

＜参加申込者＞ 

企業名・部署名                                

部署代表者                                 

採用担当者名                                

※本説明会担当者                              

電話             ＦＡＸ             

Ｅメールアドレス                         

当日緊急連絡先                        

※今後の事務的な連絡がとれる，本説明会担当者の連絡先をご記入ください。   

 

 
※本就職合同説明会の運営は、東京三弁護士会が「株式会社学情」に業務委託をしております。 

このため、本申込書に記載いただきました情報は，「株式会社学情」に提供いたしますので、予め

ご了承ください。なお、いただいた情報は、説明会に関する範囲内でのみ利用いたします。 

 

※本説明会への参加申込をした後，採用を決定又は中止した場合は，早急に第二東京弁護士会担当事

務局（担当 白川）までご連絡くださいますようお願いいたします。 
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※所定の申込用紙（別紙）にてお申し込みください。

日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 企業内で活躍する弁護士は 1,100 人を超えました（2014 年 3 月，日弁連調べ）。 

日弁連は，各社で活動する若手の企業内弁護士に向けて，研修会を開催します。講師は，業種

やキャリアも多様な，第一線で活躍されている現役の企業内弁護士です。２０１４年５月から

２０１５年の４月まで，全 8 回の研修を予定しています。奮ってご参加ください！  

・外資系金融機関の実務 

■第１回テーマ  

・外資系金融機関の実務 ・若手の育成  

・法律事務所と企業内弁護士との役割分担（アウトサイドカウンセルポリシーの活用等） 

・役員（General Counsel）／上級管理職（法務部長）としての役割／機能 

・企業内弁護士の展望（ＪＩＬＡ理事長の立場から） 

※全８回の研修会の内容はそれぞれ独立しており，連続講座ではありません。 

◇企業内弁護士が直面する実実務務上上のの問問題題点点をテーマに。日々の職務に活かせます！

◇社内コミュニケーションから案件処理の極意まで，日日常常業業務務ののノノウウハハウウを伝授

◇自分を磨き，高みを目指す－企業内弁護士としてのキキャャリリアアパパススのの道道標標に－

２０１４年５月２０日（火）１８時３０分～２０時３０分

弁護士会館１７階１７０２会議室（一部弁護士会にテレビ会議配信）

講師：室伏 康志（クレディ・スイス証券株式会社 ，クレディ・スイス銀行 東京支店

 マネージング・ディレクター 法務・コンプライアンス本部長) 

企業内弁護士 最前線（全８回） 

■第１回講師：室伏 康志弁護士（略歴）
1985 年 弁護士登録（37 期，第二東京弁護士会） 

1988 年 コーネル・ロースクール卒業（LL.M.） 

2000 年 クレディ・スイス・ファースト・ボストン証券会社東京支店（現クレディ・スイス

証券株式会社），クレディ・スイス銀行 東京支店 マネージング・ディレクター 法

務・コンプライアンス本部長  

 室伏弁護士は，１５年間の日本及びアメリカでの法律事務所勤務後，企業内弁護士として外

資系金融機関に転身されました。法務部門及びコンプライアンス部門を統括する立場として，

業務に精通しているほか，日本では数少ないジェネラル・カウンセルとしての草分け的存在で

もあります。現在，日本組織内弁護士協会理事長。 

第第１１回回  ※無料・事前申込制

資料10

49 / 64



【申込用紙】FAX 送付先：03-3580-2866 
お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838 

 

日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 

 

 

 

 
 

 

 
※内容が具体的な体験談等に及ぶ可能性があるため録音，録画は御遠慮願います。 
※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，こ
の個人情報に基づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの
開催案内，書籍の御案内その他当連合会が有益であるﾆ判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，
個人情報は，統計的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。  
 また，当連合会では，本研修会の内容を記録し，成果普及に利用するため，会場での写真・映像撮影及び録音を行
っております。撮影をされたくない方は，当日，担当者にお申し出ください。 
 
 
 
 

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838 

 申込期限：５月１５日（木） ／ 定員（東京会場）：５０名［先着順］

   

２０１４年５月２０日（火）１８時３０分～２０時３０分 

 弁護士会館１７階１７０２会議室（一部弁護士会にテレビ会議配信） 

   

講師：室伏 康志（クレディ・スイス証券株式会社 ，クレディ・スイス銀行 東京支店

  マネージング・ディレクター 法務・コンプライアンス本部長) 

企業内弁護士 最前線（全８回） 

□ 東京会場での参加を希望する 

□ 弁護士会会場での参加を希望する（テレビ会議配信） 

 □大阪  □愛知県（本部のみ） □福岡県（本部のみ） 
※ 企業内弁護士として数年の経験を有する方を主な対象としておりますが，その

他の会員の方も御参加いただけます。 
 

登録番号                       

お名前
ふりがな

                         
 

所属弁護士会                         

 大阪，愛知県，福岡県弁護士会でも受講が可能です（テレビ会議配信）

第第１１回回  

今後の研修会予定： 
 第２回 ７月２日（水）佐野 晃生弁護士（スズキ株式会社法務部長） 
 第３回 ９月３日（水）榊原 美紀弁護士（パナソニック株式会社知的財産センター） 
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名
名

※

修習期 所属弁護士会 性別 所属先 勤務経験

1 8 24 27 11

1 9 10 0 18

2 1 1 2

1 1 7 3

0 3 0

4 8

8 1

7

4

5

１

良かった点

企業内弁護士研修会【企業内弁護士 最前線①】（5/20）アンケート集計

54
35 （回答率） 64.81%

本日の研修についての感想をお聞かせください。

回答者の属性

男性

女性

64期

65期

66期

東京

第一東京

第二東京

横浜

千葉県

大阪

鹿児島県

54期

58期

59期

60期

61期

62期

63期

1年目

2～4年

5～10年

11年以上

企業/団体

官公庁

地方公共団体

法律事務所

その他

2014/6/9
【参加者数】
【回答者数】

62

期

12%
63

期

25%

64

期

21%

65

期

12%

66

期

15%

東京

26%

第一

東京

29%

千葉

県

9.7%

大阪

26%

男性

71%

女性

29%

企業

/団

体
77%

法律

事務

所

20%

1年

目

32%

2～

4年
53%

5～
10

年

6%

11

年以

上

9%

良かった点
■企業/団体所属

2～4年
・企業内弁護士の採用についての本音が語られた点
・外部弁護士の管理についての方針が聞けた点

2～4年

5～10年

11年以上

11年以上

11年以上

2～4年
非常にストレートなお話を伺うことができまして，参考になりました。特に，採用のところや，外部弁護士との協働のところが良
かったところです。私自身も非常に参考になりました。これからインハウスを考えている先生方にも役立つ情報だったと思い
ます

2～4年 外資系の証券会社の会社内部の話を聞けて面白かった。参考になったと思う。

企業内弁護士の関わる業務に関し，さまざまな確度からお話を伺うことができ，非常に有益でした。自身でも，弁護士として
の価値を高めるべく取り組んでいきたいと思います

2～4年

若手インハウスにも現状に満足することなく危機感をもって将来のあり方を考えさせることを意識させてくれた点

人事採用，今後のインハウスとしての展望などマイナス面の話も聞けた点が良かった。

今後対応しなければならない問題について解説があり，大変有益だった

6～7年目の若手インハウスがハッピーでなくなって，事務所の弁護士に転向するという可能性についての指摘は，目からウ
ロコでした

今後5～6年後どうなっていくかや適切な指導者の人がいるかという不安がやはり考えていかなければいけない問題だと再
確認した。

若手の立場に立ったお話が聞けてよかったです

実務の具体的な話を伺えた点です。また，外部事務所との関係・マネージメントに関する話は参考になりました

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

1年目

2～4年

2～4年

2～4年

2～4年

2～4年

経験年数 感想

厳しい現実についてお聞かせいただけたこと

組織人としての能力，コミュニケーション能力が大切という点は共感

・全国中継の試みが良かった
・他社の話が聞けて良かった

インハウスの実状について再確認できた。インハウスを採用する側の観点はあまり聞けない話なので貴重だった

金融実務のインハウスの仕事の概要や今後の若手インハウスの展望を伺うことができ大変勉強になった

インハウスの経験の長い方の本音が伺えて有益だった。特に採用する側の論理を知れて良かった

志についてのお話が良かったです

外部弁護士との関わり方

外資系金融機関所属の先生の生の話が聞けた

オフレコ前提でざっくばらんに種々の話題を提供していただき参考になった

インハウスの将来の厳しさについても考えることができた

外部弁護士の管理といった具体的な話を聞けて良かった

62

期

12%
63

期

25%

64

期

21%

65

期

12%

66

期

15%

東京

26%

第一

東京

29%

千葉

県

9.7%

大阪

26%

男性

71%

女性

29%

企業

/団

体
77%

法律

事務

所

20%

1年

目

32%

2～

4年
53%

5～
10

年

6%

11

年以

上

9%
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■法律事務所所属

2～4年 企業内弁護士の一般論がやや長かった

経験年数

2～4年

2～4年

2～4年

■企業/団体所属
感想

若手にはやや世界が違う話だった

ちょっと時間が長い（１時間半程度で良いのでは）

2～4年

2～4年

2～4年

－

1年目 あえて言えばやや話のまとまりに欠けて居たように思う（話は分かり易かったです。）

1年目 対象者が幅広く要点を絞るのが難しそうだった。自分が１人目の弁護士という人へのアドバイスがあったら嬉しかった

1年目 やや前置きが長かったように思います

2～4年

経験年数

2～4年

■法律事務所所属

改善すべき点

企業内弁護士の現状や今後の展望が聞けて良かった

実態の話を多く伺うことができ，共感できる点も多かった

採用の話（インハウスとして求められる資質）が面白かったです

室伏先生のインハウスに関する率直な御意見を伺えた点が良かった

■地方公共団体所属

長年組織内弁護士を経験されている方の研修だったので，組織内弁護士がどのように仕事をすればうまくキャリアを積める
のか，具体的に知ることができた点

インハウスの良い点だけではなく，厳しい現実も教えていただき参考になった

感想

2～4年 テンポアップしていただきたい。インハウスの業務内容について詳しく聞きたい。

－ もう少し後半部分（外資系金融機関のジェネラルカウンセルの話）の方の話を多く伺いたかったです

11年以上 もう少し色々な会社のインハウスの本音の部分が聞きたかった

少々抽象的なお話が多く，テーマとの関連性が分かりにくかった

2～4年 特にない。シニアのインハウスの方とお話できる機会はないので貴重でした。

11年以上 時間配分。色々な経験がおありと思うが，前置き的なところが少し長く感じました。

2～4年 室伏先生の企業内弁護士としての経験をもっと伺いたかった

経験年数 感想

経験年数 感想

２

1 19

2 4

3 8

３

2～4年 一般的な話よりも，スピーカーならではという話しの割合が多いとより良いと思います

－ もう少し後半部分（外資系金融機関のジェネラルカウンセルの話）の方の話を多く伺いたかったです

その他

この研修を何で知りましたか（複数回答可）

2～4年
日弁連としての研修会としては不適切かもしれませんが，インハウスとして，国内案件，国際案件のそれぞれについて，外部
弁護士（国内・海外）と，どのように協働して案件を進めているのかや米国Discoveryとの関係で，弁護士・依頼者間の秘匿特
権の使い方で工夫している点などを知る機会があればと思います。

1年目 コンプライアンス法務についての基本

1年目 コンプライアンス

5～10年 企業内弁護士の訴訟への関わり方

2～4年 弁護士法，職務基本規程に関する議論について

11年以上 悩み事の共有，解決事例など

2～4年 法務組織・体制の構築方法について

1年目 経理等，バックオフィスの他の部署との関係，付き合い方等

1年目 他の法務部の取組。どうやって外部弁護士を選定しているか等

企業内弁護士向けの研修会として，具体的に受講したい内容がありましたらご回答ください。

■企業/団体所属
経験年数 感想

1年目 「弁護士」ではなく，「企業」に力点を置いた研修（人事，財務等の基礎知識など）

1年目 Ｍ＆Ａ案件におけるインハウスの関わり方

弁護士会からのお知らせ

日弁連会員専用ＨＰ
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1 6

2 15

3 0

4 3

5 3

5

0

５

４

ある

ない

（現在，企業／団体に所属されている方対象）所属先の企業／団体で，弁護士・修習生求人求職システム「ひま
わり求人求職ナビ」を利用されたことがありますか

経験年数 感想

2～4年
こうした研修会を継続的にやっていただきたいです。また，１度は講師に，官公庁・地方公共団体で経験された方を充ててほ
しいと思います。

「ひまわり求人求職ナビ」を知らない

利用していたかどうかわからない

未回答

（ナビを利用して）採用実績あり

（ナビを利用して）採用実績なし

企業内弁護士向けの研修会として，具体的に受講したい内容がありましたらご回答ください。

■地方公共団体所属

■企業/団体所属
経験年数 感想

1年目 法科大学院卒業生を採用する場合の事例等があれば聞いてみたいです。

2～4年 倫理研修について，企業内弁護士を意識したものをやってほしい

ある

22%

ない

56%

未

回

答

11%
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日弁連 企業内弁護士研修会 第１回（講師：室伏康志弁護士）報告

文責 藤本和也

（共栄火災海上株式会社コンプライアンス部

法務グループ

日弁連弁護士業務改革委員会

企業内弁護士小委員会幹事）

１．自己紹介

 自己の経歴。

 JILA の紹介。

２．エンロン事件について（see YouTube：Christmas by Heineken – Let It Snow） 

 会社の違法行為につき会社「内外」の専門家が関与していた。

 弁護士職務基本規程５１条はエンロン事件がきっかけに制定されたと言われるが、

罰則が定められた条項が、何故、組織内弁護士だけに課されているのか疑問であ

る。

 起草者が組織内弁護士について十分に理解せず設けたのではないか。

３．外資系金融機関ジェネラルカウンセルとしての経験から

 1999 年以降の外資系金融機関への金融庁による本格的な金融検査の開始とその影

響。

４．外資系金融機関の実務

 インハウスはどのような業務を行うのか。

 国内外の色々な人がいる中でコミュニケーションをとることが大切。

５．若手の育成（採用・監督側の論理から）

 インハウスにかける予算の存在→1 人の企業内弁護士を採用するのに多額のコス

トがかかる（給与・場所等）。

 「何のために企業内弁護士を採用するのか？」が問われる。

 企業は企業内弁護士をコストセンターである（プロフィットセンターではない）

と考えていることから、企業内弁護士にかかるコストを正当化する必要（どれだ

け企業の利益に貢献しているのか示す必要）がある。

 企業からすれば、「雇いたい人物」がおり（＝欲しいスペックが決まっている）、

それにフィットするか否かを見て採否を決めることになる。当該人物が組織に入

資料10

55 / 64



って上手くやっていけるかどうかが重要。

 外部の弁護士は（組織内から見ると）コミュニケーションの仕方が異なることも

多い。インハウスは専門性があり組織人であることが必要となる。

 弁護士は初めが大切で、指導してくれる先輩弁護士がいるところがよい。

 若手でインハウスになった人がプライベートプラクティスに転向するには、「何が

売りになるのか？」「今いる会社でハッピーか？」「5 年後はハッピーか？」を考え

る必要がある。インハウスを辞めて外部弁護士になった際に上手くいくのかどう

かを考えてみた方がよい。それは必ずしもハッピーでないかもしれない。

 インハウスが外部弁護士に転向する場合だけでなく、外部弁護士がインハウスに

なるのも、そう簡単なことではない。大手事務所でやっていくことが難しいから

インハウスになるという時代ではない。

 既に、「インハウスとは？」という一括りの一般論的議論はできない時代に入った。 

６．法律事務所と企業内弁護士の役割分担

 インハウスが増えると外部弁護士の仕事が無くなる訳ではない。インハウスによ

り、どの時点で外部弁護士に依頼するかという適切な判断がなされる。早期に事

実を整理し、外部弁護士に依頼することが可能となり、適切に外部弁護士に依頼

がなされる。

 ただし、弁護士であれば一般にできる判断や業務（例えば、企業が外部事務所に

丸投げしていたルーティン業務）については、外部弁護士に依頼する必要がなく

なる。

 外部弁護士にとって重要なのは、クライアントが専門家であるということ。競争

力がない外部弁護士の仕事は減ることになる。

７．外部弁護士の管理

 インハウスは外部弁護士や外部事務所の法律業務のクオリティを適切に判断でき

る。

 日本の法律事務所はもっとコンフリクトに対する管理を強化した方がよい。

８．役員／上級管理職としての機能

９．企業内弁護士の展望

 若手、研修所を出てすぐにインハウスになる人が増えた。

 年次・業種が多様化し、インハウス一般という括りで語れない時代となった。

 多様化した中で、インハウスに関する一般的ルートはない時代となった。

 そのような中で重要となるのは、「弁護士としての能力・スタンダード」を備えて
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いること。これらをどのようにして高めていくかが重要。

 知識と事実認定能力、人に話をして話を聞けること、人から事実を引き出すこと、

法令の適用、書くこととしゃべること、コミュニケーション。

 弁護士と弁護士でない者との違い、すなわち、弁護士としてのプライド・矜持、

専門家であることの意味が大切。

１０．質疑応答

以上
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※所定の申込用紙（別紙）にてお申し込みください。 

日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 企業内で活躍する弁護士は1,100人を超えました（2014年 3月，日弁連調べ）。 

日弁連は，各社で活動する若手の企業内弁護士に向けて，研修会を開催します。講師は，業種

やキャリアも多様な，第一線で活躍されている現役の企業内弁護士です。２０１４年５月から

２０１５年の４月まで，全8回の研修を予定しています。奮ってご参加ください！  

・外資系金融機関の実務 

  

 

■第２回テーマ  

・紛争解決業務を中心に－企業内弁護士は，紛争案件にどう関わるか 
・紛争関連事実の確認，社外弁護士とのチームワーク 
・欧米の訴訟対応～Discovery，秘匿特権，海外の弁護士との接し方 
・予防法務，コンプライアンス，キャリアパス開拓（仕事のプロとして信頼されること） 
・地方都市の企業内弁護士であること 

※全８回の研修会の内容はそれぞれ独立しており，連続講座ではありません。 

お問い合わせ：日本弁護士連合会業務部業務第三課 TEL 03-3580-9838 

◇企業内弁護士が直面する実実務務上上のの問問題題点点をテーマに。日々の職務に活かせます！  

◇社内コミュニケーションから案件処理の極意まで，日日常常業業務務ののノノウウハハウウを伝授

◇自分を磨き，高みを目指す－企業内弁護士としてのキキャャリリアアパパススのの道道標標に－

   

２０１４年７月２日（水）１８時３０分～２０時３０分
弁護士会館１７階１７０２会議室（一部弁護士会にテレビ会議配信）

講師：佐野 晃生（スズキ株式会社法務部長)

企業内弁護士 最前線（全８回） 

■第２回講師：佐野 晃生弁護士（略歴）
1985年 鈴木自動車工業株式会社 入社（現スズキ株式会社） 
1993年 弁護士登録（45期，東京弁護士会→後に静岡県弁護士会浜松支部） 
1993年 堤・安田法律事務所（現丸の内中央法律事務所。スズキ株式会社から出向） 
1995年 アメリカン・スズキ・モーター・コーポレーション法務室 
2004年 スズキ株式会社法務部長（静岡県弁護士会浜松支部） 

 佐野弁護士は，スズキ株式会社入社後に法曹資格を取得され，約20年にわたり企業内弁護士
として執務されています。現在は，法務部長として，国内外の紛争解決や紛争予防の業務に加え，
コンプライアンス業務も担当されています。 

第第２２回回  ※無料・事前申込制 
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【申込用紙】FAX 送付先：03-3580-2866
日本弁護士連合会主催 企業内弁護士研修会 

 

※内容が具体的な体験談等に及ぶ可能性があるため録音，録画は御遠慮願います。 
※御提供いただいた個人情報は，日本弁護士連合会のプライバシーポリシーに従い厳重に管理いたします。また，こ
の個人情報に基づき，日本弁護士連合会又は日本弁護士連合会が委託した第三者から，シンポジウム等のイベントの
開催案内，書籍の御案内その他当連合会が有益であるﾆ判断する情報を御案内させていただくことがあります。なお，
個人情報は，統計的に処理・分析し，その結果を個人が特定されないような状態で公表することがあります。  
 また，当連合会では，本研修会の内容を記録し，成果普及に利用するため，会場での写真・映像撮影及び録音を行
っております。撮影をされたくない方は，当日，担当者にお申し出ください。 

   
２０１４年７月２日（水）１８時３０分～２０時３０分
弁護士会館１７階１７０２会議室（一部弁護士会にテレビ会議配信）

講師：佐野 晃生（スズキ株式会社法務部長)

 申込期限：６月２７日（金） ／ 定員（東京会場）：５０名［先着順］ 

企業内弁護士 最前線（全８回） 

□ 東京会場での参加を希望する
□ 弁護士会会場での参加を希望する（テレビ会議配信）

→希望会場（     弁護士会    支部）

※ 内容的には企業内弁護士として数年の経験を有する方を念頭においた講義にな
ります。 

登録番号 

お名前
ふりがな

 

所属弁護士会 

所属企業／団体 

 各弁護士会でも受講が可能です（テレビ会議配信） 

第第２２回回  

今後の研修会予定： 

第３回 ９月３日（水）榊原 美紀弁護士（パナソニック株式会社知的財産センター） 
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企業内で活躍する女性弁護士向けのセミナー＆交流会 企画（案） 

2014.６.1９ 

 

※ 女性企業内弁護士ヒアリング結果より 

 

１．女性企業内弁護士のニーズなど 

 （女性企業内弁護士の意見） 

・ 出産・育児等でいったん仕事を離れた後のキャリアについて，先輩の話を聞いてみ

たい。 

・ 目の前の仕事をこなしているうちに，自社のやり方が当たり前になり，視野が狭く

なるような気がする。他社のやり方等を知り，仕事の改善に活かしていきたい。 

・ 法務部門のトップや経営者，人事担当者から，企業内弁護士に求めるもの（素養，

能力，その他）について聞きたい。 

・ 自分は，法務のわかるビジネスパーソンとしてやっていきたい。ビジネスの話も聞

きたい。 

 

２．イベントの持ち方等について 

 （女性企業内弁護士の意見） 

・ 平日の夜より，土曜日の昼の方が参加しやすい（子育て中）。 

・ 何となく集まってお茶会というより，内容がはっきりしたセミナーの方が，参加意

欲がわく。 

・ 参加者同士の交流も目的とするなら，参加者の人数は多くない方がよい。 

 

３．その他 

  ・ 女性にフィーチャーしたものでない方がよいという意見（「仕事上女性を意識する

ことはない」「女性だけが集まって何かをやっていることを男性が外部から見てどう

思うか気になる」）という意見と，企業内での女性の地位はまだ厳しいものがあり，

女性という切り口で取り組む意義はあるとの意見があった。 

・ 弁護士会の女性弁護士ネットワークや，ＪＩＬＡのセミナー等との差別化が必要と

の意見があった。  
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具体的企画について（案） 

 

１．企画の内容 

 ○ 講師による講演（セミナー形式）を行い，女性企業内弁護士のキャリアアップや自

己啓発，仕事や家庭のマネジメントに役立つ情報提供等を行う。 

 ○ セミナーでは，参加者同士の交流会を併せて実施し，相互に情報交換できる場を設

ける。 

 ○ セミナー等の参加者の意向に応じて，参加者を元にしたネットワークを立ち上げる。 

 

２．セミナー＆交流会の内容 

 ○ 講師は，女性企業内弁護士の要望に対応し，シニアクラスの女性企業内弁護士のほ

か，会社経営に携わるビジネスパーソン，人事担当者，会社内でキャリアアップした

女性管理職等に依頼する。 

 ○ セミナー後の交流会で，講師と参加者あるいは参加者同士の交流がしやすいよう，

席の配置や雰囲気（お菓子のケータリング等）を工夫する。 

 ○ 会社勤務＆子育て中でも比較的参加しやすいよう，土曜の午後に開催する。 

 

３．第１回イメージ 

   日 時 2014 年 9 月または 10 月の土曜日 13 時 30 分～15 時 30 分 

   場 所 日弁連会議室 

   内 容 セミナー 

       （テーマ）ビジネスの発展と法務～企業内弁護士に期待すること（仮） 

       お茶会（交流会） 

   参加費 ケータリングを行う場合 実費（５００円程度） 

 

４．その他 

   ・現在法律事務所等に所属する企業内弁護士に関心のある女性の参加も歓迎する。 
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日本政策投資銀行女性起業サポートセンターと日本弁護士連合会 

共催セミナーの開催について 

2014.6.19 

○ セミナーの名称 

   検討中 

○ 主催 

株式会社日本政策投資銀行，日本弁護士連合会 

○ 日時  

２０１４年９月，１１月，２０１５年１月，３月 

月１回 午前１０時から午後０時まで  

○ 内容（予定） 

 第１回（９月） 

テーマ：会社設立時の法務 

    (1)概論（会社経営と法務） 

    (2)会社設立時の法務 

     会社設立の手続（定款作成，登記） 

     会社内部ルールの策定（就業規則等） 

     第三者から出資を受ける際の契約，留意点 

第２回（１１月） 

テーマ：会社継続・維持の法務① 

    (1)会社内部組織に関する法律知識（取締役会，株主総会等） 

    (2)会社運営に必要な労務知識（従業員との雇用契約等） 

第３回（１月） 

テーマ：会社継続・維持の法務② 

    (1)会社取引における法務（取引一般，商品販売などよくある取引類型

の法律知識） 

    (2)契約書の重要性，契約書作成の際の留意点 

第４回（３月） 

テーマ：会社発展の法務 

    (1)質的発展（戦略的知的財産権の活用法） 

    (2)量的発展（複数店舗展開を行う場合の留意点，第三者から出資を受

ける際の契約，留意点） 

○ 対象  

女性経営者，起業を目指す女性 

以上 
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